
近
年
に
於
け
る
我
封
外
貿
易
の
金
額
減
退
と
其
数
量

泉

榮

太

郎

ヤ

我
國
の
輸
出
入
貿
易
額
は
逐
年
壇
加
の
傾
向
を
辿
う

つ
＼
あ
れ
ど
竜
之
を
仔
細
に
観
察
す
る
と
き
は
、
最
近
に
於

て
は
大
正
+
二
年

に
於
け
る
翰
出
額
及
同
十
五
年
に
於
け
る
輸
出
入
額
に
於
て
、
何
れ
も
前
年

に
比
し
著
し
き
減
少

を
來
せ
る
こ
と
次
表
に
示
し
π
る
が
如
し
。
前
者
は
彼

の
大
震
火
災

の

一
般
商
品
界

に
及
ぼ
し
π
る
大
打
撃

に
基
因

す

る
こ
と
を
知

う
得

べ
き
も
、
後
者
に
至
う
て
は
全
然
其
原
因
を
異
に
す
る
も

の
と
す
。

脚

'

年

次

輸

出

額

大
正
十
三
年
な
一

〇〇とすろ指鍛

輸

入

額

大
正
十
三
年
な
一

〇〇とする指穀

大

正

+

剛

年同十二年

4

剛
・

六
三
七

西

器

蘭
、

四
四
七
、

七
五
〇

九
〇・
山

コ八〇・=

千
円

一
、

八

九

〇
、

三

〇
八周、九入二、二三〇

.

七

七

6
五

,

八

〇・
入

O

近
年
に
於
け
ろ
我
封
外
貿
易
の
金
額
減
退
と
其
歎
量

漕
六
五



商

學

討

究

第
二
雀

(
上
)

蝋
六
六

同

十

三

年

哺
、

八

〇
七
、

二

三

三

一

〇
〇・
0
0

二
、

四
五
三
、

三

九
〇

一

〇
〇
・
O
O

同

十

四

年

二
、

三

〇
五
、

五
入

九

一

二

七
・
五
入

二
.

五
七
二
、

六

五
七

一

〇
四
・
八
六

同

十

五

年

二
、

〇
四

四
、

七
二
一

一

一

三
・
一

四

二
、

三

七
七
、

四
七

六

九
六
・
九
一

.
然
ら
ば
右
は
如
何
な
る
原
因
に
基
く
も

の
な
う
や
と
云
ふ
に
、
是
は
主
と
し
て
物
償

の
低
落
に
基
因
す
る
も
の
に

し
て
、
若
し
物
債

の
低
落
な
か
う
し
も
の
と
せ
ば
、
輸
出
入
額
は
却
て
逐
年
壇
加
し

つ
、
あ
ウ
し
も
の
と
想
像
す
る

Z
と
を
得

べ
く
、
換
言
す
れ
ば
輸
出
入
は
其
金
額
に
於

て
は
減
退
を
示
し
居
る
も
、
其
歎
量
に
於
て
は
却
て
壇
加
し

居
る
竜

の
と
見
る
こ
と
を
得

べ
き
な
う
。

然

る
に
實
際
上
輸
出
入
貿
易
の
歎
量
を
各
輸
出
入
品
に
就
き
統

一
的
に
計
算
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
る
が
故

に
、
今
輸
出
入
品
に
關
す
る
物
慣
指
歎

の
愛
遷
を
槍
し
、
此
方
面
よ
う
此
間
の
消
息
を
調
査
せ
る
に
以
上
の
推
測
は

決
し
て
誤
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
置
し
得
控
ウ
。

今
當
局
調
査
に
係
る
東
京
卸
費
物
慣
指
藪
採
用
品
目
五
+
六
品
中
よ
b
主
要
な
る
輸
出
品
及
輸

入
品
を
探
揮
し
、

央

々
各
年

の
準
均
指
数
を
算
出
し
て
掲
ぐ
れ
ば
左
の
如
し
。



年

次

輸

出

品

物

儂

指

藪

大

正

+

三

年

な
一〇〇とすろ指鍛

輸

入

品

物

債

指

数

大

正

十

三

年

な
一〇〇とする指鍛

大

正

十

三

年同十四年同十五年

二
三
八
・
五

九二三五・三五二〇五・〇六

一

〇
〇
・
○
〇九八・六四八五・九五

二

六

六・
宍
四臨ご六三・六八ご三〇・六〇

一

〇
〇・
○
〇九八・八九入六・四八

備
考

一
、
指
鍛
は
明
治
三
十
三
年
十
月
な
基
準
と
す
〇

二
、
各
品
目
指
歎
は
末
尾
附
表
に
掲
記
ぜ
り
o

前
表
に
よ
う
て
観
る
に
主
要
輸
出
入
品
の
物
償
は
、
大
正
十
三
年
來
逐
次
低
落
を
辿
b
た
る
も
殊
に
同
十
五
年
に

於

て
は
、
前
年
に
比
し
著
し
く
低
落
し
た
る
こ
と
を
知
る
べ
し
。
即
ち
嚢
に
述
べ
凌

る
が
如
く
同
年
に
於
け
る
轍
出

入
貿
易
額
が
前
年
に
比
し
著
し
く
減
退
し
虎
る

乙
と
は
、
當
該
輸
出
入
品
債
格

の
低
落
に
基
因
す
る
竜
の
な
る
こ
と

を
認
む
る
を
得
べ
し
。

今
假
う
に
大
正
十
三
年
以
降
輸
出
入
品
の
慣
格
に
憂
動
な
か
り
し
も
の
と
見
倣
し
て
、
翰
出
入
貿
易
額
を
改
算
す

る
と
き
は
次
の
如
し
。

近
年
に
於
け
る
我
封
外
貿
易
の
金
額
減
退
と
其
数
量

騨
六
七



商

學

討

究

第

二
巻

(
上
)

圃
六
八

年

次

1

改

算

輸

出

額

大
正
†
三
年
な
一

〇〇とする指鍛

改

算

輸

入

額

大
正
十
三
年
な
】

OOとする指鍛

大

正

+

三

年同+四年同+五年

千
円一、八〇七、二三三二、三三七、三七七二、三七八、九六六

一

〇

〇・
O
O=日九・三三;=・六四

千
円二、四五三、三九〇二、宍○一、五三四二、七四九、一六三

一

〇

〇
・
○

○】.〇六・〇四

=

二
・
〇
六

,
前
表

に
よ
b

て
観

る
に
此
三

ケ
年

間
物
慣

の
漫
動
な

か
う
し
も

の
と
假
定

せ
ば

、
轍
出
入
貿
易
額

は
斯

の
如
く
逐

年
増
加

し
だ
る
も

の
な
り
し

こ
と
を
知

る
べ
く

、
換

言
す
れ
ば
此
期
間

の
輸
出
入
撒
量

は
逐

年
塘
加
し
尤
る
も

の
な

る

こ
と

を
認

む
る
を
得

べ
し
。

次
に
本
年

に
入
う

て
轍
出

入
貿
易

は
如
何
な
る
傾
向
を
辿

り

つ
＼
あ

る
や
前
年

同
期
と
比
較
す

れ
ば
左

の
如
し
。

昭
和
二
年

讃

朋

前

年

同

期

比

較

減

少

額

前

年

同

期

な
一

〇〇とすろ指鍛

輸

出

額輸入額

千
円五九一、四四八八四五、七〇一

千
円六七五、九九七九八〇、二〇三

千
円八四、五四九一三四、五〇二

入
七
・
四
九八六・二入

前
表

に
よ
う
て
観
る
に
、
輸
出
入
額
共
に
前
年
同
期
に
比
し

一
割

二
三
分
方
減
少
し

π

る

こ
と

を
知

る
べ
し
と

錐

、
是
れ
亦
轍
出
入
歎
量

の
減
退
し
π
る
駕
め
に
非
ず
し
て
、
轍
出
入
品
慣
格
が
前
年
同
期

に
比
し
低
落
し
π
る
に



■

"

基

因
す

る
も

の
な
る

こ
と

は
、
次

の
二
表

に
よ
う
て
明

か
な

る
べ
し
。

輸 輸

入 出

口 口
口ロ ロロ

物 物

債 債

指 指

籔 穀

昭

和

二

年

至自

四一
ニ ー

二 八
月月

一の 八 準
● ●

八 七 均

四 六

前

年

同
二二 二

三 一一

八 六
● ● 期
入 七
八 一一

○前

と年

す同
期

るな

九 入 指_
二 七
● ●

入 一一
鍛○

七 一

O

備
考

指
歎
に
明
治
三
十
三
年
十
月
な

一
〇
〇
と
す
。

前
表

に
於

て
観

る
が
如
く

、
輸

出
入
品
共

に
其
憤
格
は
前

年
同
期

に
比
し

一
割
前
後

の
低
落
を
示
し
カ
れ
ど

も
、

若
し
斯

の
如
き
低
落
な
か
う
し
も

の
と
假

定
せ
ば

、
如
何
な

る
程
度

の
輸
出

入
額
を
示
し
疫
う
し
や
、
次
表

に
よ
φ

て
知
る

乙
と
を
得

べ
し
。

馳

輸 輸

入 出

額 額

昭
和
二
年
讃

朋千
円

五

九

一
、四

四

八

入

四

五

、七

〇

一

物

債

低

落

の

影

響

彪

除

外

ぜ

ば

九 六
一 七

〇 八

六 九
　の 　ニゐ
　 ノ へ

九 嶺

前

年

同

期
モ
　

六
七

五
、九
九
七

九
八
〇
、
二
〇
三

前
年
同
期
な

一
〇
〇
と

す

る

改

算

額

指

歎

一
〇
Q
・四
四

九

二
・九
〇

前
表
に
よ
う
て
観
る
に
、
假
う
に
輸
出
入
品
慣
格
が
前
年
同
期
に
比
し
低
落
な
か
う
し
も

の
と
せ
ば
、
輸
出
額
は

前
年
同
期
に
比
し
四
厘
四
毛
の
塘
加
を
示
し
、
是
れ
即
ち
輸
出
歎
量
の
壇
加
し
た
る
之
と
を
謹
し
、
叉
輪
入
額
は
前

近
年
に
於
け
る
我
封
外
貿
易
の
金
額
減
退
と
其
簸
量

一
六
九



商

學

討

究

第
二
巻

(
上
)

一
七
〇

年
同
期

に
比
し
其
九
割
二
分
九
厘
を
示
し
、
是
れ
即
ち
同
期
聞

の
轍
入
歎
量
が
前
年
同
期
に
比
し
七
分

一
厘
方
減
退

し
だ
る
こ
と
を
謹
す
る
も
の
な
り
。

以
上
述
べ
來
う
た
る
黙
を
更
に
讃
明
す
る
爲

め
、
我
國
に
於
け
る
重
要
輸
出
入
品
中
各
首
位
を
占

む
る
生
糸
及
棉

花
に
つ
き
て
述
べ
ん
に
左
の
如
し
。

む

む

生

糸

生
糸
は
我
國
輸
出
総
額
の
約
三
分
の

一
を
占
む
る
最
重
要
輸
出
貿
易
品
に
し
て
、
其
輸
出
の
塘
減
は

我
國
輸
出
貿
易
の
消
長
に
直
接
影
響
す
る

乙
と
甚
だ
多
し
。
今
最
近
に
於
け
る
生
糸
の
輸
出
金
額
及
歎
量
を
掲
記
す

れ
ば
左

の
如
し
。

同 同 大 年

正

十 十 十

五 四 三

年 年 年 次

輸

出
七 八 六
三 七 八
四 九 五

金
、 「● 「●

〇 六 三

垂 垂 歪雷
額

o大
と正

す当一
一 一 一 る年

〇 二 〇
七 八 〇 建
● ● ●

一 三 〇 数o

〇 五 〇

輸

出
四 四 三
四 三 七
二 八 二 鍛

㍉ 、r●

九 四 五
・七 四 六 量

入 九 四捲

○大

と正

す書一
一 一 一 る年
・一 一 〇

八 七 〇
指な一

● ● ●

九 六 〇 歎O

0入0

前
表
に
よ
う
て
観
る
に
、
大
正
十
五
年
に
於
け
る
轍
出
金
額
は
前
年
に
比
し
著
し
ぐ
減
少
し
尤
る
も
、
之
は
表
示

の
如
く
其
数
量
の
減
少
し
カ
る
駕
め
に
非
ず
し
て
、
當
該
喩
出
品
債
格
の
低
落
し
カ
る
爲
め
な
る
こ
と
は
、
次
に
掲



O

ぐ

る
改
算

表
に
よ
り

て
知

る

こ
と
を
得

べ
し
。

年

次

生

糸

儂

格

指

鍛

儂
格
騰
落
の
影
響
を
除
外
し
六
る
改
算
輸
出
額
及
其
指
歎

明
治
三
十
三
年
+
月
基
準

大

正

十

三

年

な一〇〇とぜば

大
正
十
三
年
干
均
債
格指薮による改算額

大

正

十

三

年
な
一

〇〇とすろ指歎

大

正

+

三

年同+四年同十五年

二
三
九二五二二〇七

剛

0
0
・
O
O一〇五・四四

入
六
⊥

2

千
円六八五、三六五入三四、二七三八四七、五三七

一

〇

〇・
O

O==・七三=一三・六宍

前
表

に
よ
う

て
観

る
に
、
假
り

に
大
正
十
三
年
來

生
糸
慣
格
が
漫
動

な
か
り
し
も

の
と
せ
ば
、
其
輸
出
額

は
逐

年

壇
加

の
傾

向
を
辿
り
π
る
も

の
な
り
し

こ
と

を
知

る
べ
く

、
即
ち
前

々
表

に
よ
う
て
其
輸
出
藪
量
が
比
較

的
順

調
な

る
壇
加

の
傾
向
を
辿
う
カ
る

こ
と

を
観
る
と
き

は
、
此
黙

を
實
際
的

に
置
篠

立
て
居

る

こ
と

を
知

る
べ
し
。

術

本
年

に
入
う

て
竜
此
傾
向
を
更

む
る

こ
と
な
く

、
即
ち
同
品

の
鍮
出
金
額
は
前
年
同
期

に
比
す

る
と
き

は
減

少

を

來
し
π
る
も
、
其
数
量

に
至
う
て
は
却

て
檜
加
し
π
る

こ
と

は
、
左
表
に
よ
う

て
知

る

こ
と
を
得

べ
し
。

輸

出

金

額

昭

和
二

二 年
一

入 至自

δ 四 一。

瀟
月月

前

年
二
一

三 同
、

七
O千 期
一一 円

比

{+} 較

壇

`+}

四
、

冒 減
一
一 〔一⊃

七需

O前

と年

す同
期一

〇
二

るな

指_
●

0 殿○
二

近
年
に
於
け
る
我
謝
外
貿
易
の
金
額
減
退
と
其
数
量

一
七

日



商

學

討

究

第

二
巻

(
上
)

一
七

二

儂 輸

絡 出

指 籔

歎 量

一

四
九

、

一 九

八 一

二 四協
韻

一

一

四
」二=

二 ご 、

八 四櫨
一

〔一〕 〔+】

三
五
』
ノ、

四 八
六 〇擢

一

七 三
九 一

λ 会
ニ ニち

備
考

債
格
指
鍛
は
明
治
三
十
三
年
十
月
な

一
〇
〇
と
す
o

前

表
に
よ
う

て
観

る
に
、
輪
出
金
額
は
前
年
同
期

に
比
し
僅
に

二
分

二
毛

の
壇
加
を
示
し
カ

る
に
過
ぎ
ざ
り
し
に
、

其
輸

出
歎
量

に
於
て
實

に
三
割

一
分

二
厘
三
毛
の
著
塘
を
示

し
控
る
は
、
是
れ
即
ち
同
品
償
格

の
低

落

(
二
割

一
厘
。

入
毛
)
に
基
因
す

る
も

の
な
る

こ
と
を
知

る
べ
し
。

　

　

 綿

花

綿
花
は
生
糸
の
輸
出
貿
易
に
於
け
る
地
位
と
同
じ
く
、
我
國
輸
入
総
額
の
約
三
分
の

一
を
占
む
る
最

重
要
輸
入
貿
易
品
に
し
て
、
其
輸
入
の
檜
減
は
我
國
綿
業
界

の
消
長
に
直
接
影
響
す
る
竜
の
な
め
。

今
最
近
三
ケ
年
に
於
け
る
棉
花

の
轍
入
金
額
及
藪
量
を
掲
ぐ
れ
ば
次
の
如
し
。

年

次

輸

入

金

額

大

正

十

三

年

な
一〇〇とする指鍛

輸

入

鍛

量

大

正

十

三

年

な
一〇〇とすろ指歎

　

大

正

+

三

年同十四年同+五年

千
円六〇五、二七四

九

三
二
、

三
五
五

七
二

五
、

九
三

〇

一

〇

〇
・
0

0一五二・五五一一九・九三

罐

八
、

=

三
、

六
七
六

一

〇、
九

四
二
、

〇

四

八一一、六四五、六九ご

一

〇
〇・
O
O一三四・六九一四三・三五 「1}

O



前
表
に
よ
う
て
観
る
に
、
大
正
十
五
年
に
於
け
る
轍
入
金
額
は
前
年
に
比
し
著
し
く
減
少
し
た
る
も
、
是
れ
當
該

品
の
輸
入
数
量

の
減
少
し
π
る
翁

め
に
非
ず
し
て
、
其
償
格
の
低
落
し
尤
る
に
基
因
す
る
こ
と
は
次
に
掲
ぐ

る
改
算

表
に
よ
う
て
明
か
に
知
る
こ
と
を
得

べ
し
。

年

次

同 同 大

正

十 十 十

五 四 三

年 年 年

棉

明
治
三
十
三
年
十
月
基
準

花

債

格

指

鍛

儂
格
騰
落
の
影
響
を
除
外
し
れ
る
輸
入
額
及
其
指
籔

十
月
基
準

大

正

+

三

年

葎一〇〇とせば

蓬

鍵
箪礁

鎌
一
吠
○砕

好窪

瀞
賑

二
三

〇二二四一五一

一

〇
〇
・
O
O九七・三九六五・六五

六
〇
五
三

毒

九

四

八
、

一

〇

〇一、一〇五、七五八

一

〇
〇

6
0一五誉六四

一

八

二
・

六
八

前
表

に
よ
ら
て
観

る
に
、
假

う

に
大
正
十

三
年
來
棉
花

の
慣
格
が
愛
動

な
か
り
し
も
の
と
せ
ば
、
其
轍

入
額
は
逐

年

壇
加

の
傾
向
を
辿

う
π
る
も

の
な
う
し

こ
と
を
知

る
べ
く

、
即
ち
前

々
表

に
よ
う
て
其
翰

入
藪
量
が
逐
年
塘
加

の

傾
向

を
辿
う
穴

る
こ
と

を
示
せ
る
は
、
此
黙

に
劉

し
て
實
際
的
設
明
を
與

ふ
る
も
の
と
云
ふ
べ
し
。

爾
本
年

に
入
う
て
も
斯

か
る
傾
向
を
更

む
る

こ
と
な
く

、
即
ち
同
品

の
輸

入
金
額
は
前
年
同
期

に
比
し

著
し
く
減

少

し
虎
る
も

、
其
藪

量
に
於

て
は
却

て
壇
加

し
カ
る

こ
と

は
、
次
表

に
よ
う
て
知

る
こ
と

を
得

べ
し
。

近
年

に
於
け
る
我
封
外
貿
易
の
金
額
減
退
と
其
歎
量

一
七
三



商

學

討

究

第
三

巻

(
上
)

一
七
四

債 輸 輸

格 入 入

指 殿 金

数 量 額

昭
和
二
年
謙

朋
千

二
八

二
、九

八

一

六
、
二
七

四
、
二
三

五

=

一
八

前

年

同

期
千
円

三
六

五
、六
九
九擦

五
、三
五

二
、四
五

一

日
六
九

比

較

噌

甫

減

H
千
円

〇

八

二
、七

一
八ね

の

九

一
=

、
七
八

四

U

四

一

前

年

同

期

な

一
〇

〇

と

す

ろ

指

数

七

七
・
三

八

一
一
・七
.
二

二

七

五
・七

四

備
港

慣
格
指
鍛
は
明
治
三
十
三
年
十
月
な

回
0
0
と
す
o

前
表
に
よ
う
て
観
る
に
、
輸

入
金
額
は
前
年
同
期
に
比
し
二
割
二
分
六
厘
二
毛
方
減
少
し
允
る
に
反
し
、
其
輸
入

歎
量
に
於

て
却
て

一
割
七
分
二
厘
二
毛
方
の
増
加
を
示
し
π
る
こ
と
を
知

る
べ
く
、
是
れ
即
ち
本
年
同
期
間
に
於
け

る
當
該
品
の
慣
格
が
前
年
同
期
に
比
し
著
し
き
低
落

(
二
割
四
分
二
厘
六
毛
)
を
示
し
カ
る
に
基
因
す
る
こ
と
を
知

る

べ
し
。



犬正t3年

輪出貿易額

生悉喩 出額

生糸軸出数量

14年 s5年
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20

旧

18

口

9

億
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7

日

45
万粗

40

35
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易

圖
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大正13隼

輪入繋易額

綿花輪入額

棉花轍 数量

t4年 1s年'

2

2

2

2

2

2

1

1

1
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日
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轍 出 品 物 償 指 藪

明治 骨 三 年十 月基 準
近
年
に
於
け
ろ
我
劉
外
貿
易
の
金
額
減
退
と
其
数
量

一
モ
七

品 名陪 葦 同十四年 同十五年
大正十五年
自 一 月
至 四 月

昭和二年
自 一 月
至 四 月

小 多 粉 245 2go 262 276 250

製 茶 341 348 335 345 3互9

生 糸 239 252 207 228 182

羽 二 重 185 184 164 175 145

絹 手 巾 227 212 182 200 152

申 斐 絹 158 149 137 145 116

絹 裏 地 238 228 208 217 180

眞 綿 211 222 213 215 178

綿 糸 352 340 244 2ア4 208

白 木 綿 24 217 166 184 141

金 巾 252 240 174 Ig6 二54

毛 斯 論 222 224 179 五90 188

セ メ ン ト 151 142 叫0 138 叫1

板 硝 子 209 185 150 166
」

130

洋 紙 235 240 217 225 202

燐 寸 233 228 220 222 217

石 炭 334 300 288 288 306
覧

準 均1鞠 235.35

1
20506i

I

1

21σ71FI8&76

噛

大 正十 三
年な100 100 凪6418,95唐 正纒 舞 蜘 8μ1

と ぜ ば1 1月 を … とせ げ1

■

「



楡 入 品 物 便 指 歎

商

學

討

究

第
二
巻

(
上
)

明治 骨 三 年十 月基 準

一
七
八

年

月
月

態
四

昭
自
至

⇔

鑑

裟

饗

罫

饗

幕

袈

幾

誘
血
邸

竃

畿
㈱

商刎

葡9

年
月
月五十】四正大自至;

甥

駕
血

護

禦

叢

畿

窺

薇
⑳

畿
笏

彰

饗
棚23

㎜

11

ーー

懸
大
自
月

ー

年五十同

拳

難

饗

難

毅

猛

欝

裟

鶏

護
町

場

饗
面23

鰯8

年四十同

螺

霊
甲

駕

誘

叢

影

霧

孫

畿
瑠
即

霧

舞
螂26

胸9

正
年三大+噛

螺

灘

慕

舞

糞

寡

麺

甥

駕
噛
餌
郷

紫

諸

鈎
22

蜘

名品

夢

豆

豆

安

糟

糖

卵

肉

綿

糸

紗

材

鐵

釘

紙

逮

革

炭

油〆織囎来小大小硫油砂臨鶏牛繰麻毛羅藍木洋洋銅錯洋苛皮石石

均華

繕

大
年
と




